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５日間訓練で教育を実施する山口本部長 

 暑い日が続いておりますが、予備自衛官の皆様
におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。 

 今回は予備自衛官の員数について話してみたい
と思います。 

 平成２４年度末の予備自衛官の員数は３１，２９７
人、即応予備自衛官の員数は５，３８７人となってい
ます。この昨年度末の予備自衛官の員数ですが、
一昨年度末の員数は３１，０６０人でしたので２３７
人増加したことになります。この員数の増加はわず
かではありますが、平成１１年度末に４４，０９７人と
法定員数の４６，０００人を割り込んで以来１３年連
続で減少し続けていたところ初めて減少に歯止め
がかかったという点で画期的なことです。 

 員数増加の要因はいろいろ考えられますが、予備
自衛官の意識が全体的に高くなっていることが、大
きな理由の１つであると私は考えます。 

 現在、防衛省では予備自衛官等制度のあり方に
ついて真剣に検討が進められています。予備自衛
官等制度が改善され、皆様の高い意識と相まって、
制度の実効性が向上することを期待しています。 



 掲    示    板 

第３次予備自衛官５日間訓練 

 出雲駐屯地での第３次予備自衛官５日間訓練は１１月２１日（木）から２５日（月）で
実施されます。訓練出頭希望の方は１０月３１日（木）までにご連絡下さい。 

 なお、第３次訓練含め出雲駐屯地での５日間訓練はあと２回です。分割出頭希望の
方はこの第３次訓練の出頭調整を忘れずにお願いします。 

平成２５年度予備自衛官補教育訓練日程予定（９月まで） 
◎１０９教育大隊（大津駐屯地） 
    ８月１９日 ～ ８月２３日  Ａ－３、Ｃ－２、Ｄ－１ 

    ８月２８日 ～ ９月 １日  Ｂ－３、Ｄ－２、技能Ⅰ－１ 

    ９月 ４日 ～ ９月 ８日  Ｅ－１、Ａ－４、Ｃ－３ 

    ９月２０日 ～ ９月２４日  Ｆ－１、Ｄ－３ 

    ９月２７日 ～ １０月１日  技能Ⅱ－１、Ｇ－１、Ｅ－２ 

◎１１０教育大隊（善通寺駐屯地） 
    ８月１９日 ～ ８月２３日   Ｂ－２、Ｃ－１ 

    ９月１８日 ～ ９月２２日  Ｃ－２、Ｄ－１ 

     
教育訓練出頭を希望の方は訓練開始日の３週間前までにご連絡下さい。 



 ６月２０日（木）から６月２４日（月）の間、出雲駐屯地にて第１３偵察隊
による平成２５年第１次５日間訓練が実施されました。 

平成２５年度第１次予備自衛官５日間訓練模様 

 雨が時折降る中での訓練ではありましたが、今年度初訓練ということ
もあり出頭者１１６名と多数の予備自衛官が参加し、活気のある訓練と
なりました。 

 また、山口本部長自ら予備自衛官に対して教育を実施し、懇親会にも
参加され予備自衛官との交流を図りました。 

【訓練開始式①】 【訓練開始式②】 



【訓練風景①】 

【訓練風景④】 

【訓練風景②】 

【訓練風景③】 



【表彰式】 

【表彰者集合写真】 

【本部長講話②】 【本部長講話①】 



【懇親会】 

【訓練終了式①】 

５日間訓練お疲れ様でした。 

また、次回の訓練でお会いしましょう！ 

【訓練終了式②】 



山口本部長による精神教育 山口本部長に対して申告 

 ７月７日（日）に島根地方協力本部（松江市）で平成２５年度第２次 
１日間訓練を実施しました。 

 予備自衛官採用者２名の出頭があり、本部長への申告、予備自衛
官の制度説明、本部長による教育等を実施しました。 

平成２５年度第２次予備自衛官１日間訓練模様 



 ７月１２日（金）から７月１５日（月）の間、第３０４施設隊による即応
予備自衛官招集訓練が出雲駐屯地にて実施されました。 

 今回は特に、神戸川下流域において渡河訓練を実施して、即応予
備自衛官の技能向上を図っていました。 

即応予備自衛官訓練模様 





訓練お疲れ様でした。 



平成２５年度予備自衛官補採用 

 平成２５年7月１日付で予備自衛官補６名（一般５名・技能１名）を 
採用しました。 

 予備自衛官補は、これから一般が３年以内で５０日、技能が２年
以内で１０日間の教育訓練を修了した後に予備自衛官に任用され
ます。 

採用辞令書交付の様子（浜田出張所） 



予 備 自 マ メ 知 識  

 今回の予備自マメ知識は７月１日に予備自衛官補を採用したことも 

あり、「予備自衛官補制度」について詳しく説明します。 

      主として自衛官未経験者を予備自衛官補として採用し、所定の教育訓練を経た後 

 予備自衛官として任用する制度です。 

   一般（後方地域での警備要員や後方支援等を実施する予備自衛官になるコース）と 

 技能（後方地域での医療従事者、語学要員等の予備自衛官になるコース）があります。 

 技能では衛生、語学、建設等といった技能区分がありますが、従前からの技能区分に加え 

 今年度から新に放射線管理及び法務が追加されました。また、各々の区分の技能資格も 

 拡大され弁護士、司法書士、臨床心理士等の資格を持った予備自衛官が今年７月１日付 

 で採用されました。 

  志願票提出後、各地で実施される採用試験を受験します。 

予備自衛官補制度とは・・・ 

予備自衛官補の任用区分は・・・ 

予備自衛官補になるには・・・ 



  島根地方協力本部にて採用された場合、一般（男子）は香川県の善通寺駐屯地、 

一般（女子）と技能（男女共）は滋賀県の大津駐屯地にて行われます。 

被服及び食事
教育訓練招集期間中に必要な
被服等は貸与され、食事も支
給されます。

被服及び食事
教育訓練招集期間中に必要な
被服等は貸与され、食事も支
給されます。

教育訓練招集手当
日額：7,900円
教育訓練に応じると手当
が支給されます。

教育訓練招集手当
日額：7,900円
教育訓練に応じると手当
が支給されます。

教育訓練招集旅費
教育訓練出頭のための往復旅費が支給
されます。

教育訓練招集旅費
教育訓練出頭のための往復旅費が支給
されます。

災害補償
公務上の災害（負傷、疾病、障害、死亡）について
は、現職の自衛官と同様、本人又はその遺族に対し
、補償を行います。

災害補償
公務上の災害（負傷、疾病、障害、死亡）について
は、現職の自衛官と同様、本人又はその遺族に対し
、補償を行います。

支給総額（税込）
一般… 395,000円/3年
技能… 79,000円/2年
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予備自衛官補の教育訓練場所は・・・ 

予備自衛官補の処遇は・・・ 

予備自衛官補に任用されると・・・ 

  一般は３年以内に５０日、技能は２年以内に１０日間の教育訓練に参加し、必要な知識・ 
 技能を修得します。 


